
生産振興課

花き・果樹・特産・水産担当

4146

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B4
埼玉型先端養殖技術確立事業 水産研究費 水産研究所費

地方創生拠点整備交付金制度要綱 戦略項目 08 埼玉農業の競争力強化

分野施策 030201 収益力ある農業の確立

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
国庫支出金 県　債

決定額 144,757 72,378 71,000 1,379 144,757

現計額 0 0

平成28年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

農林水
産業費

蚕糸特
産及び
水産業
費事 業

期 間
平成28年度～ 根 拠

法 令平成33年度

　本県観賞魚の優位性を確固たるものとするため、県が
独自開発したウィルス抵抗性キンギョ、ヒレナガニシキ
ゴイの育種を効率的に進める施設を整備するとともに、
実用化の要望が高い全雌ホンモロコ等の新魚種を早期に
生産できる技術の開発を進めるため低コスト高密度循環
飼育池を整備する。

（１）事業内容
　　ア　先端養殖施設等の整備　　　　142,000千円
　　　　　水産研究所の既存飼育池を改修し、育種設備、高密度循環飼育設備、屋外飼育設備を整備し、本県オリジナル
　　　　魚種の効率的な育種や新魚種の養殖技術の開発を行う。
　　イ　先端養殖施設飼育試験　　　　　1,859千円
　　　　　ウィルス抵抗性キンギョの育種試験及び全雌ホンモロコの新魚種養殖のための早期生産技術を開発する。
　　ウ　養殖生産者への技術普及　　　　  898千円
　　　　　生産者に対し、低コスト高密度循環飼育技術に関する技術指導を実施し、本県養殖業の振興を図る。

（２）事業計画
　　　　　　【事業名】　　　　　　平成28年度　平成29年度　平成30年度　平成31年度　平成32年度　平成33年度
　　ア　先端養殖施設等の整備　　　　　○　　　　　○
　　イ　先端養殖施設飼育試験　　　　　○　　　　　○　　　　　○　　　　　○　　　　　○　　　　　○
　　ウ　養殖生産者への技術普及　　　　○　　　　　○　　　　　○　　　　　○　　　　　○　　　　　○

（３）事業効果
　　　　本県観賞魚の優位性が確固たるものとなり、本県養殖業の振興が図られる。

　県(国1/2、県1/2)

　補正予算債の元利償還金の50％を後年度、基準財政需
要額に算入

9,500千円×1.6人＝15,200千円

補正後の
予算額

― 農林部 B4 ―
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